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応用例 ： 最適な車の設計を自動的に発見する	


設計を決定する要素	
  
・タイヤの大きさは？？	
  
・車高は？？	
  
・エンジンのタイプは？？	
  
・ボディの素材は？？	
  
・etc…	
  

Ideal…	


考慮すべき要素の組み合
わせの数が爆発するので

「一番良い車の設計」を見
つけるのが大変！	


そこで・・・	


効率的かつ自動的に
最適な設計を探索する

手法	
  
「最適化アルゴリズム」	
  
が必要！	


提案手法 ： 「つながり」を考慮した多数エージェントによる協調探索	


良い設計！	


これも結構
良いのだけ

ど・・・	


①つながりを制限しない場合	
 ②つながりをほどよく制限する場合	
 ③つながりをかなり制限する場合	


似たような設計しか探索
できない・・・	


多様な設計を	
  
協調して探索できる	


協調しないため	
  
非効率・・・	


実験結果	
 結論と展望	


良い設計！	


こっちもなか
なか良い！	


１人で探して
みよう！	


・・・	


適切な「つながり」具合を決めることにより，
効率の良い探索が可能になる！	


・自動車の設計，ビルの設計，ロボットアー
ムの制御など，あらゆる問題の最適化に本
手法が適用可能になる！	
  
・世界中のコンピュータを協調させ，超高速
に最適化問題を解けるようになる！	
  

１０年後は・・・	


解
の
適
応
度	


つながりの制限度	


適切な	
  
「つながり」具合	
  
が存在！	


研究概要	


最適化問題を効率的に解くために，多数
のエージェントが相互に協力しながら解

を探索する手法が提案されている．	
  
本研究では，個体同士が協調する「つな

がり」を制限する事により，探索に多様性
を持たせ， 全体の最適化パフォーマンス
を向上させる手法を提案する．	
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＊テスト関数を用いて実験し
た.	
  	
  
＊「つながり」は解の類似度に	
  
　　基づいて制限している.	
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